
令和２年度進捗状況 

全 185 事業 

【実施：179 事業（96.8％）、 

未実施：4 事業（2.2％） 

その他：2 事業(1.0)】 
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いのち支える安城計画（安城市自殺対策計画） 
① 計画の基本理念、基本方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 計画の体系 生きる支援の関連施策 

令和２年度の関連施策実施状況は、全１８５事業のうち、１７９事業が実施、４事業が未実施、２事業が
令和３年度が実施時期ではない事業であるため、順調に実施されていると言えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 数値目標  
本計画の数値目標と指標については、最終年度に評価をするため、単年度での評価はしませんが、参考値と
して現状値を示します。 

 
 
 
※人口 10 万人あたりの死亡数 
 

（参考）自殺死亡率の現状値 
 
 
 
  
 
 

数値目標 

（自殺死亡率※） 

基準値 目標値 

2017 年 2023 年 

安城市 16.1 14.5 以下 

自殺死亡率 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 

全国 16.56 16.26 15.76 16.4 

愛知県6 15.56 14.46 14.76 16.0 

安城市 16.1 14.5 13.8 15.2 

基
本
施
策 

1 地域におけるネットワークの強化 

2 生きる支援の担い手の育成 

3 市民への啓発と周知 

【生きる支援の関連施策】 

４ 児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育 

154 事業 

15 事業 

11 事業 

20 事業 

５ 生きることの促進要因への支援 

5 事業 

目標値 

基本理念「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」 

 

【基本方針】 
１ 生きることの包括的な支援として推進する 
２ 関連施策との有機的な連携を強化して総合的に取り組む 
３ 対応の段階に応じた対策を効果的に連動させる 
４ 実践と啓発を両輪として推進する 
５ ⾏政、関係団体、⺠間団体、企業及び市⺠の役割を明確化し、その連携・協働を推進する 



④ 指標 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 2020 年の特徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼥性の自殺者が、⻩⾊で示された 2019 年の 3 名から、赤で示された 2020 年の 12 名と大幅に増加し、全体に
おける⼥性の比率で比べてみても、2019 年の約 1 割から、2020 年は約 4 割と、⼥性の自殺者数の増加が顕著と
なっています。 

⼥性の自殺者数は全国的にも前年と比べ 15.4%の増加となり、新型コロナウイルスの感染拡大による社会環境
の変化の影響を受けやすい⼥性や若年層で自殺者の増加が生じたとみられています。 

 
・安城市の自殺の特徴（2014 年〜2019 年計） 

上位５区分 
自殺者数 

5 年計 
割合 

1 位:男性 40〜59 歳有職同居 24 17.1% 
2 位:男性 60 歳以上無職同居 14 10.0% 
3 位:⼥性 60 歳以上無職同居 11 7.9% 
4 位:男性 40〜59 歳有職独居 10 7.1% 
5 位:男性 20〜39 歳有職独居 9 6.4% 

2019 年までの安城市の自殺の特徴として、働く世代（40〜59 歳）の男性が最も多くなっています。経済的
危機の影響を受けやすい世代とも言えるので、今後の新型コロナウイルス感染拡大の影響によってはこれらの
人達への影響も懸念されます。 

指 標 基準値（2017 年度） 参考）2021 年度 目標値（2023 年度） 

K６ハイリスク該当者の割合 15.9 ― 14.4 

ゲートキーパー養成研修の受講者数 43 人 延 797 人 延 830 人 

高齢者の孤立防止のための地域参加の促進 

（月 1 回以上開催されているサロン実施箇所数） 
127 箇所 185 箇所 150 箇所 

「自分にはよいところがある」と思う児童生徒の割合 

（愛知県を 100 とした場合の指数） 

小学生 97  

中学生 92 

― 

― 

小学生 100 

中学生 96 


